
 

 

 

 

 

 

 

 

 

3. トンネル調査 
 

 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

3-1. 調査トンネルの現状 
 

 
 

  



Tunnel No.2

b

b

b

写真番号

覆工コンクリートの施工継ぎ目付近
でクラックが発生

利用していないケーブルが垂れ下
がっている

吹付けコンクリ－トの内側に覆工コ
ンクリートが施工されている

写真名称
00-01 調査日 2012/4/6～17

ケーブルの垂れ下がり状況
状況概要

写真番号

写真番号

判定

写真名称 天端右側ひび割れ発生状況
調査日 2012/4/6～1700-03

判定
00-02

写真名称 天端部覆工コンクリートの状況
調査日 2012/4/6～17

状況概要

判定

T-1

①  トンネル現況写真 



Tunnel No.2

a
写真番号

吹付けコンクリート中に木製型枠が
残存し、その表面の吹付けコンク
リートの表面がういている。対策が
必要（マーキングを実施）。

00－05

吹付けコンクリートが老朽化しひび
割れが発生

写真番号 00-04
写真名称 吹付けコンクリート状況

写真名称 吹付けコンクリート状況

状況概要

状況概要

調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17
判定

a

a

写真番号 00-06

吹付けコンクリート中に木製型枠が
残存し、その表面の吹付けコンク
リートがういている。対策が必要
（マーキングを実施）。

写真名称 吹付けコンクリート状況

判定

状況概要

調査日 2012/4/6～17
判定

T-2



Tunnel No.2

-
00-08

地山までの深さ：230cm

00-07の拡大

写真名称 天端右側削孔跡状況
写真番号

写真番号 00-07

調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

判定

天端右側削孔跡状況写真名称
状況概要

状況概要

-

-

写真番号 00-09

覆工コンクリートの厚さ：50cm

写真名称 右側天端削孔跡状況
調査日 2012/4/6～17

判定

判定

状況概要

T-3



Tunnel No.2

a
01-02

ジャンカの状況写真名称
写真番号

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

写真番号 調査日 2012/4/6～1701-01
写真名称 ジャンカの状況

調査日 2012/4/6～17

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

判定

状況概要

状況概要

a

b

01-03
ジャンカの状況

写真番号
写真名称

調査日 2012/4/6～17
判定

判定

覆工表面にジャンカが存在する。骨
材は安定している。

状況概要

T-4



Tunnel No.2

b
01-05

型枠の板が残っている状況にある。

吹付け厚さが薄いため、部分的には
く落している。

写真番号 調査日 2012/4/6～1701-04
写真名称

写真番号 調査日 2012/4/6～17

吹付けコンクリート状況

写真名称 吹付けコンクリート状況

判定

状況概要

状況概要

b

b

写真番号 01-06
写真名称 ジャンカの状況

調査日 2012/4/6～17

判定

判定

覆工表面にジャンカが存在する。骨
材は安定している。

状況概要

T-5



Tunnel No.2

-

02-01

覆工コンクリートの厚さ：25cm

02-02写真番号

写真番号 調査日 2012/4/6～17

写真名称 ケーブルと照明器具の取り付け状況

写真名称 削孔跡状況

調査日 2012/4/6～17

－

判定

状況概要

状況概要

b

b

02-03
写真名称 目地部状況

調査日 2012/4/6～17写真番号

判定

判定

目地材の部分で起伏が大きいがほぼ
安定している

状況概要

T-6



Tunnel No.2

b

03-01

03-02

2012/4/6～17

クラック周辺にうきが確認される
が、ほぼ安定した状況にある。

写真番号
写真名称 クラック状況

写真番号
写真名称 ジャンカの状況

調査日

覆工表面にジャンカが存在する。骨
材は安定している。

調査日 2012/4/6～17

状況概要

判定

状況概要

b

a

03-03
写真名称 ジャンカの状況
写真番号

判定

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が不安定な状況、ジャンカの深さは
20cm程度である。
対策が必要（マーキングを実施）。

判定
調査日 2012/4/6～17

状況概要

T-7



Tunnel No.2

a
03-05

03-04 調査日 2012/4/6～17

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が不安定な状況。対策が必要（マー
キングを実施）。

写真番号
写真名称 ジャンカの状況

写真番号
写真名称 ケーブルの状況

ジェットファンの撤去跡

調査日 2012/4/6～17

状況概要

判定

状況概要

b

b

03-06写真番号

判定

判定
調査日

写真名称 側面の状況

特に変状は認められない。

2012/4/6～17

状況概要

T-8



Tunnel No.2

a
04-02

04-01写真番号
写真名称

写真番号

調査日

0.9×1.2mの規模のうきが認められ、
不安定な状況にある。対策が必要
（マーキングを実施）。

うきの状況

クラックの状況

2012/4/6～17

状況概要

判定

状況概要

－

調査日 2012/4/6～17
写真名称

b

a

04-03写真番号

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

ジャンカの状況

判定

判定
調査日 2012/4/6～17

写真名称
状況概要

T-9



Tunnel No.2

a
04-05

写真番号

写真番号

04-04
写真名称 ジャンカの状況

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

覆工表面にジャンカが存在する。骨
材は安定している。

写真名称 ジャンカの状況

調査日 2012/4/6～17

状況概要

判定

状況概要

調査日 2012/4/6～17

b

b

写真番号 04-06

特に変状は認められない。

写真名称 側面の状況

判定

判定
調査日 2012/4/6～17

状況概要

T-10



Tunnel No.2

b

写真番号 調査日 2012/4/6～17

写真番号

型枠の板が残ったままの状況にあ
る。型枠の表面の吹付けコンクリー
トがういており、不安定な状況に
あったため、叩き落としにより除去
した。

05-01
写真名称 吹付けコンクリート状況

－

05-02
写真名称 つらら状の遊離石灰状況

調査日

状況概要

2012/4/6～17
判定

状況概要

b

b

写真番号

クラックは密集しているが、開口し
ておらず密着しており、安定性に問
題はない。

05-03
写真名称 クラック状況

調査日 2012/4/6～17

判定

判定

状況概要

T-11



Tunnel No.2

a
写真番号

写真番号
写真名称 漏水状況

調査日 2012/4/6～17

－

写真名称 はく落状況

－

調査日 2012/4/6～17

状況概要

05-04

05-05
判定

状況概要

b

b

05-05の拡大写真
石灰岩の亀裂部に土砂をはさむ
亀裂の走向傾斜はN70°E70°S

写真番号 05-06 調査日 2012/4/6～17
写真名称 はく落状況

判定

判定

状況概要

T-12



Tunnel No.2

a判定

状況概要
天端付近のロックボルト状況

漏水状況
状況概要

写真番号
写真名称

－

－

調査日 2012/4/6～17

写真番号
写真名称

調査日 2012/4/6～17

07-01

06-01

-

b判定

判定

状況概要

調査日
写真名称 天端付近の状況
写真番号 2012/4/6～17

－

08-01

T-13



Tunnel No.2

a
10-02

10-01

写真番号

ケーブルが垂れ下がった状況が確認
される。除去する必要がある。

ロックボルトの打設角度より、本ト
ンネルは終点側から掘削したものと
想定される。

写真名称
2012/4/6～17

ロックボルトの打設状況

状況概要

調査日 2012/4/6～17
付帯設備状況

写真番号
写真名称

調査日
判定

状況概要

-

b

10-03写真番号

－

調査日 2012/4/6～17

判定

判定

状況概要
写真名称 はく落部状況

T-14



Tunnel No.2

b

写真名称
2012/4/6～17

11-02

11-01

写真番号 調査日 2012/4/6～17

吹付けコンクリート厚さが5mm未満で
石灰岩の平滑面にそってういている
状況である。対策が必要（マーキン
グを実施）

不安定箇所に対して叩き落としを実
施。

うき及びはく落状況

状況概要

写真番号 調査日
はく落部状況

写真名称

判定

状況概要

a

b

11-03写真番号

不安定箇所に対して叩き落としを実
施。

2012/4/6～17調査日
写真名称 はく落部状況

判定

判定

状況概要

T-15



Tunnel No.2

a

写真名称 はく落状況
調査日

写真番号

吹付けコンクリート厚さ5mm未満。

写真番号

吹付けコンクリート厚さが5mm未満で
石灰岩の平滑面に沿ってういている
状況である。対策が必要（マーキン
グを実施）

11-04

11-05 2012/4/6～17

状況概要

2012/4/6～17調査日
写真名称 うき及びはく落状況

判定

状況概要

b

a

写真名称 うき及びはく落状況
調査日

11-02、11-04の遠景

写真番号 11-06 2012/4/6～17

判定

判定

状況概要

T-16



Tunnel No.2

a

写真名称

吹付けコンクリート厚さが5mm未満で
石灰岩の平滑面に沿ってういている
状況である。対策が必要（マーキン
グを実施）

不安定箇所に対して叩き落としを実
施。

写真番号

写真番号
はく落状況

写真名称
12-01

うき及びはく落状況
状況概要

調査日 2012/4/6～17

判定

状況概要

12-02 調査日 2012/4/6～17

b

b

不安定箇所に対して叩き落としを実
施。

写真番号 調査日 2012/4/6～17
写真名称 はく落状況

判定

判定

状況概要

13-01

T-17



Tunnel No.2

-
写真番号

漏水状況

岩盤の亀裂の傾斜（約40°）が確認
できる

写真番号

写真名称

写真名称

－

2012/4/6～17

2012/4/6～17
右側側面状況

状況概要

調査日

調査日
判定

状況概要

13-02

14-01

a

a

写真番号
漏水状況

－

調査日 2012/4/6～17
写真名称

判定

判定

状況概要

14-02

T-18



Tunnel No.2

a

施工時のケーブルの上から吹付けコ
ンクリートが行われている。不安定
な状況なので対策が必要（マーキン
グを実施）。

－

写真番号

調査日 2012/4/6～17

状況概要

状況概要

写真番号
判定

15-02

15-01 調査日 2012/4/6～17

写真名称 天端の状況

写真名称 吹付けコンクリート状況

b

b

－

状況概要

写真番号 調査日 2012/4/6～17

判定

判定
15-03

写真名称 右側側面の状況

T-19



Tunnel No.2

b

はく落状況
写真番号
写真名称

写真名称
写真番号

はく落状況

状況概要

状況概要

－

－

判定

17-01

17-02 調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

b

b

不安定箇所に対して叩き落としを実
施。

写真名称 はく落部状況
写真番号

判定

判定

状況概要

17-03 調査日 2012/4/6～17

T-20



Tunnel No.2

b

吹付けコンクリート厚さは約2cm。

型枠の板がそのまま残っている状況
が確認される。

調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

写真名称 はく落状況

判定

状況概要

写真番号

写真番号

18-01

18-02
写真名称 天端部状況

b

b

－

判定
調査日 2012/4/6～17写真番号 18-03

判定

写真名称 天端部状況

T-21



Tunnel No.2

b

写真番号

鉄製の突起部があり、その上が吹付
けコンクリートが実施されている。

19－02

19-01

調査日 2012/4/6～17
はく落状況

写真名称 天端部状況

写真名称

－

判定

調査日 2012/4/6～17

写真番号

状況概要

状況概要

b

b

19-03
判定

判定

はく落状況

19-02の拡大写真、石灰岩が露出して
いる。

状況概要

写真番号 調査日 2012/4/6～17
写真名称

T-22



Tunnel No.2

a

写真番号

背後が不安定な状況にあるため対策
が必要（マーキングを実施）。

背後が不安定な状況にあるため対策
が必要（マーキングを実施）。

20-01

写真番号

写真名称 はく落状況

写真名称 はく落状況

判定

調査日 2012/4/6～17

状況概要

20-02 調査日 2012/4/6～17

状況概要

a

a

背後が不安定な状況にあるため対策
が必要（マーキングを実施）。

写真番号

判定

20-03

状況概要

判定
調査日 2012/4/6～17

写真名称 うき状況

T-23



Tunnel No.2

b

不安定箇所に対して叩き落としを実
施。吹付けコンクリート厚さは3cm程
度。

不安定箇所に対して叩き落としを実
施した。

20-05

20-04 調査日 2012/4/6～17写真番号

写真番号
判定

写真名称 はく落状況

写真名称 はく落状況

状況概要

状況概要

調査日 2012/4/6～17

b

a

部分的に不安定な箇所が残っている
ため対策が必要（マーキングを実
施）。

写真番号

判定

20-06

状況概要

判定
調査日 2012/4/6～17

はく落状況写真名称

T-24



Tunnel No.2

a

写真番号 2012/4/6～1721-01

写真番号

断層の走行傾斜はN30°W50°S。不安
定な状況にあるため対策が必要
（マーキングを実施）。

幅10cmの断層に沿ってコンクリート
がはく離しやすい状況にある。断層
部以外は硬質の石灰岩が分布する。
対策が必要

判定

調査日
写真名称 はく落状況

写真名称 はく落状況
21-02

状況概要

状況概要

調査日 2012/4/6～17

a

a

不安定な状況にあるため対策が必要
（マーキングを実施）。

判定

判定

状況概要

写真番号 21-03 調査日 2012/4/6～17
写真名称 はく落状況

T-25



Tunnel No.2

b

写真番号 調査日 2012/4/6～1721-04

－

判定

はく落状況

不安定箇所に対して叩き落としを実
施した。

写真番号 21-05 2012/4/6～17

写真名称

写真名称 はく落状況

状況概要

調査日

状況概要

a

b

写真番号

－

21-06

判定

判定

状況概要

調査日
写真名称 右側側壁状況

2012/4/6～17

T-26



Tunnel No.2

b

写真番号 調査日 2012/4/6～1722-01

写真番号
写真名称 左側下部崩壊状況

調査日
判定

写真名称 クラック状況

断層の走向傾斜はN20°W45°Sであ
り、断層に沿って崩壊部が点在す
る。早急に対策が必要。

クラックは密集しているが、開口し
ておらず密着しており、安定性に問
題はない。

23-01

状況概要

2012/4/6～17

状況概要

2a

a

写真名称
23-02

判定

判定
写真番号

－

状況概要
崩壊部（要対策）

調査日 2012/4/6～17

T-27



Tunnel No.2

a

写真番号 23-03 調査日 2012/4/6～17

判定

写真名称 はく落状況

写真番号

不安定な状況にあるため対策が必要
（マーキングを実施）。

上部に不安定な岩塊が存在する。早
急に対策が必要。

状況概要

調査日 2012/4/6～17
写真名称 天端崩落部状況

状況概要

23-04

2a

2a

不安定な状況にあるため、早急に対
策が必要。

写真番号
判定

状況概要

判定

写真名称 右側肩部崩落状況
23-05 調査日 2012/4/6～17

T-28



Tunnel No.2

2a

調査日 2012/4/6～1723-06

写真番号 23-07
写真名称

写真番号

判定

状況概要
写真名称

23-04の近影写真。断層による不安定
な土砂部が存在している。

対策工実施予定箇所の状況。

調査日 2012/4/6～17
天端崩落部状況

状況概要

天端崩落部状況

2a

2a

23-08

23-05の近影写真。断層の存在が確認
できる。

写真番号

状況概要

判定

写真名称 右側肩部崩落状況
調査日 2012/4/6～17

判定
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2a

写真番号 調査日 2012/4/6～1723-09

第一次調査時（1年前）より崩落規模
が拡大している。不安定な状況にあ
るため、早急に対策が必要。

23-10
判定

写真番号

写真名称

状況概要

断層部の拡大写真
暗黒色の土砂状で、水のしみだしが
確認できる。

右側下部崩落状況
状況概要

写真名称 右側下部崩落状況
調査日 2012/4/6～17

2a

2a

判定
23-11

写真名称
写真番号 調査日

吹付けコンクリートの背面でも高さ
0.6m程度の高さの抜け落ちが発生し
ている。

判定

状況概要
右側下部崩落状況

2012/4/6～17
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2a

24-01 調査日 2012/4/6～17写真番号

24-02
判定

状況概要

拡大写真
断層部で、れき混じり土砂状であ
る。

写真番号

断層の走向傾斜はN40°W50°S。断層
部であり非常に不安定な状況にある
ため、早急に対策を実施する必要が
ある（マーキングを実施）。

写真名称 天端部崩落状況
状況概要

写真名称 天端部崩落状況
調査日 2012/4/6～17

2a

2a

24-03
判定

調査日 2012/4/6～17写真番号

マーキング実施状況
設備吊り下げのための鉄筋は安定し
た状態にある。

状況概要
写真名称 天端部崩落状況

判定
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2a
24-05

24-04

不安定な状況にあるため、対策を実
施する必要がある（マーキング実
施）。

判定

状況概要

不安定な状況にあるため、対策を実
施する必要がある（マーキング実
施）。

状況概要
写真名称

写真名称 うき・はく落状況
調査日 2012/4/6～17写真番号

写真番号 調査日 2012/4/6～17
はく落状況

a

2a,a

24-06

－

写真番号 調査日 2012/4/6～17
判定

写真名称 天端崩落部状況
状況概要

判定
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b
写真番号

判定

状況概要

調査日

不安定な状況にあるため、対策を実
施する必要がある（マーキング実
施）。

25-01

25-02 2012/4/6～17

状況概要

写真名称 はく落（崩落）状況

石灰岩が一部露出する
石灰岩の走向傾斜はN20°W45°S。

写真番号 2012/4/6～17
写真名称 左側側壁状況

調査日

a

a

2012/4/6～17

－

写真番号 調査日
判定

25-03

状況概要

判定

写真名称 漏水状況
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a判定

はく落状況
26-02

26-01

調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17
うき・はく落状況

不安定な状況にあるため、対策を実
施する必要がある（マーキング実
施）。

状況概要

写真名称

写真名称

状況概要

写真番号

写真番号

不安定な状況にあるため、対策を実
施する必要がある（マーキング実
施）。

a

a

写真番号

－

写真名称
26-03

状況概要

判定

漏水状況
調査日 2012/4/6～17

判定
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a
調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

写真番号
写真名称

27-02

吹付けコンクリートにひび割れは認
められるものの、周辺は安定してい
る。

不安定な状況にあるため、対策を実
施する必要がある（マーキング実
施）。

写真名称 うき・はく落状況
状況概要

状況概要

写真番号 27-01

はく落状況

判定

b

b

調査日 2012/4/6～17写真番号 27-03

－

状況概要

判定

写真名称 天端の状況

判定
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b

調査日 2012/4/6～17
写真名称 吹付けコンクリート状況

状況概要

状況概要

28-02

28-01写真番号

写真番号 調査日 2012/4/6～17

型枠の板が残っている状況が確認で
きる。

型枠の板が残っている状況が確認で
きる。不安定なコンクリートに対し
ては叩き落としを実施した。

写真名称 吹付けコンクリート状況

判定

b

b

28-03写真番号

状況概要

不安定な箇所に関しては叩き落とし
を実施した。

判定

判定
調査日

写真名称 はく落状況
2012/4/6～17
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b

写真名称 ジャンカの状況
調査日 2012/4/6～17

覆工表面にジャンカが存在する。骨
材は安定している。

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

状況概要

状況概要

写真番号

写真番号 29-01

30-01
判定

写真名称 ジャンカの状況
調査日 2012/4/6～17

a

a

写真番号 30-02

拡大写真

判定

状況概要

判定

写真名称 ジャンカの状況
調査日 2012/4/6～17
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-

調査日 2012/4/6～17

写真番号

写真名称 吹付けコンクリート状況
写真番号

30-04

30-03

判定
調査日 2012/4/6～17

写真名称 木製型枠状況

状況概要

鋼管（φ160）の一部が確認される
（使用用途は不明）。

吹付けコンクリート中に残存する木
製型枠が不安定な状況にあり撤去す
る必要がある（マーキングを実
施）。

状況概要

a

b

写真番号 30-05

吹付けコンクリート中に残存する木
製型枠の状況、不安定な箇所につい
ては除去した。

状況概要

判定

判定
2012/4/6～17

写真名称 木製型枠状況
調査日
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b

31-01

－

覆工表面にジャンカが存在する。骨
材は安定している。ジャンカの厚さ
は10cm程度である。

写真番号

写真番号
判定

写真名称 漏水状況

写真名称 ジャンカの状況
調査日 2012/4/6～1731-02

調査日 2012/4/6～17

状況概要

状況概要

b

b

写真番号

－

状況概要

判定

判定

写真名称 継ぎ目の状況
調査日 2012/4/6～1731-03
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b
32-02

32-01

判定

状況概要

写真名称 木製型枠の状況

写真名称 木製型枠の状況
調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

状況概要

写真番号

吹付けコンクリート中に残存する木
製型枠の状況。

写真番号

吹付けコンクリート中に残存する木
製型枠の状況。

b

a

33-01

状況概要

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

判定

判定

写真名称 ジャンカの状況
調査日 2012/4/6～17写真番号
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b
33-03

不安定箇所に関しては叩き落としを
実施した。

写真番号
判定

状況概要

写真名称 天端の状況

写真名称 はく落状況

33-02

調査日

調査日

吹付けコンクリート中に段ボール紙
が確認される。

状況概要

2012/4/6～17

写真番号 2012/4/6～17

b

b

33-04

吹付けコンクリート中に残存する木
製型枠の状況。不安定な表面の吹付
けコンクリートに対しては、叩き落
としを実施した。

写真番号
判定

判定

状況概要
写真名称 木製型枠の状況

2012/4/6～17調査日
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a

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

写真番号
判定

状況概要

34-02

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

写真名称 ジャンカの状況

写真番号

状況概要

34-01
写真名称 ジャンカの状況

a

-

鋼管（φ160）の一部が確認される
（使用用途は不明）。

判定

状況概要

34-03

判定

写真名称 吹付けコンクリート状況
写真番号 調査日 2012/4/6～17
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a

写真番号

覆工表面にジャンカが存在し、骨材
が非常に不安定な状況。対策が必要
（マーキングを実施）。

写真番号

状況概要

状況概要
ジャンカの状況

調査日 2012/4/6～1734-04

写真名称

判定

写真名称

調査日

状況概要

判定

判定

写真名称
調査日写真番号
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-

－

－

写真番号 B-01
写真名称 起点側坑門工　遠景

写真名称 起点側坑門工　近景

状況概要

状況概要

B-02
判定

写真番号

調査日 2012/4/14

調査日 2012/4/14

-

-

－

写真名称 起点側坑門工　面壁上部の状況
B-03

判定
写真番号 調査日 2012/4/14

判定

状況概要
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-

B-04

－

－

B-05

写真番号
写真名称 起点側坑門工　面壁側部の状況

写真名称 起点側坑門工　面壁左側上部　うきの状況。
写真番号

判定
調査日 2012/4/14

調査日 2012/4/14

状況概要

状況概要

-

-

面壁左側上部　B-05に対して叩き落
としを実施。

B-06
写真名称 起点側坑門工状況

状況概要

写真番号
判定

判定

調査日 2012/4/14
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-

B-07

B-08

面壁天端に存在する落石（0.3m×
0.3m×0.2m）。

写真名称
写真番号

面壁背面の状況。

写真番号
写真名称 起点側坑門工天端状況

状況概要

状況概要
起点側坑門工天端状況

判定

調査日 2012/4/14

調査日 2012/4/14

-

-

B-09

面壁背面の状況、多数の落石（最大
サイズ1.0m×1.0m×1.2m）が存在す
る。

起点側坑門工天端状況
写真番号
写真名称

状況概要

判定

判定
調査日 2012/4/14
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-
B-11

B-10

面壁背面の状況、多数の落石（最大
サイズ1.0m×1.0m×1.2m）が存在す
る。

写真番号
判定

写真番号
写真名称 起点側坑門工状況

調査日 2012/4/14

状況概要

坑門工横の岩盤白のマーク部に直径
１m程度の岩塊の抜けた形跡が認めら
れる。

写真名称 近点側坑門工状況
調査日 2012/4/14

状況概要

-

-

B-12
判定

坑門工背後の岩盤状況、急斜面で落
石の発生源となる。

写真名称 起点側坑門工状況
状況概要

写真番号

判定

調査日 2012/4/14
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-
E-2

E-1 調査日 2012/4/14

－

－

写真番号
写真名称 終点側坑口　近景

写真番号

状況概要

状況概要

写真名称

判定
調査日 2012/4/14

終点側坑口　遠景

-

a

E-3写真番号

－

写真名称 起点側坑門工　面壁上部の状況

判定

判定

状況概要

調査日 2012/4/14
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-

写真名称 終点側坑門工　面壁天端の状況

写真名称 終点側坑門工天端状況

写真番号 E-4

－

写真番号 E-5

状況概要

状況概要

判定
調査日 2012/4/14

面壁天端の状況
D25程度の鉄筋が1.2～1.4m間隔で打
設されている状況が確認される。

調査日 2012/4/14

-

-

写真番号 E-6
写真名称 終点側坑門工状況

判定

判定

調査日 2012/4/14

状況概要

面壁天端の状況、面壁背面にジャン
カが確認される。
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-

E-7
終点側坑門工　面壁背面の状況写真名称

写真番号

状況概要

写真番号 E-8

－

面壁側部の状況、施工時の木製型枠
がそのまま残っている状況が確認さ
れる。

判定

状況概要

調査日 2012/4/14

調査日 2012/4/14

写真名称 終点側坑門工状況

-

-

写真名称
写真番号 E-9

状況概要

面壁上部の状況、ひび割れが確認さ
れる。

終点側坑門工状況

判定

判定
調査日 2012/4/14
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-
E-11

E-10写真番号

トンネル終点側明り部の状況
状況概要

写真番号

調査日 2012/4/14

調査日 2012/4/14
判定

状況概要

オーバーハングした崖で不安定な岩
塊が存在する。

オーバーハングした崖で不安定な岩
塊が存在する。
オーバーハング部の拡大写真
開口亀裂が存在し危険な状況であ
る。

写真名称 トンネル終点側明り部の状況

写真名称

-

判定

状況概要

写真番号
写真名称

調査日
判定
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写真番号

写真名称 トンネル点検車
S-01

S-02

写真番号

－

－

写真名称 トンネル照明車

状況概要

状況概要

調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

－

写真名称 トンネル点検状況
写真番号 S-03

状況概要

調査日 2012/4/6～17
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写真番号

トンネル点検状況

S-05

S-04写真番号

－

－

交通規制状況
状況概要

写真名称

写真名称
調査日 2012/4/6～17

調査日 2012/4/6～17

状況概要

－

交通規制状況
写真番号
写真名称

状況概要

S-06 調査日 2012/4/6～17
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－

トンネル内での地質技術者による地
質確認状況

写真番号

S-07

S-08

写真番号 2012/4/6～17
写真名称 交通規制状況

写真名称 地質調査状況
状況概要

状況概要

調査日 2012/4/6～17

調査日

明り部での地質技術者による地質確
認状況

写真番号
写真名称 地質調査状況

S-09

状況概要

調査日 2012/4/6～17
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状況概要

S-11

S-10 2012/4/6～17

シュミットハンマーによる調査（岩
盤）

写真番号

写真番号 調査日
写真名称 地質調査状況

写真名称 コンクリート調査状況

状況概要

調査日 2012/4/6～17

シュミットハンマーによる調査（ト
ンネル内のコンクリート）

－

状況概要

S-12写真番号 調査日 2012/4/6～17
写真名称 測量実施状況
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写真番号

－

写真番号

天端破砕部の
たたき落とし土砂

写真名称 測量実施状況

S-14

S-13 調査日 2012/4/6～17

叩き落とし土砂状況
状況概要

状況概要

調査日 2012/4/6～17
写真名称

たたき落とした不安定部のコンク
リート

叩き落としコンクリート片状況
状況概要

S-15写真番号
写真名称

調査日 2012/4/6～17
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写真番号

たたき落とした不安定部のコンク
リート
（起点側面壁左上部）

S-17

S-16 調査日 2012/4/6～17

写真番号

－

写真名称 DEP30との合同調査の状況
状況概要

状況概要

調査日 2012/4/17

写真名称 叩き落としコンクリート片状況

－

S-18写真番号

状況概要

調査日 2012/4/17
写真名称 合同調査の状況
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合同調査・現場確認状況
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合同調査の状況
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状況概要
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調査日
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②　変状位置図
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3-2. 調査トンネルの補修計画、数量表 
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   工 事 数 量 総 括 表

規　　　格 単位 数     量 摘      要

崩落対策

吹付けコンクリート t=10cm、σck=18kN/m2 m2 112.3   (V = 11.23m3)

菱形金網 φ2.0×50×50 m2 112.3   防錆加工

側壁コンクリート σck=24kN/m2 m3 44.1   現場打ち

型枠工 m2 68.1   

補強鉄筋 D13 kg 457.1   (A = 52.5m2）

排水工 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ50 m 16.1   有孔管

採石 m3 0.3   

ロックボルト D25,L=4.0m（天端） 本 72   防錆加工

D25,L=4.0m（側壁） 本 24   防錆加工

D13,L=1.0m 本 11   防錆加工

D13,L=0.5m 本 12   防錆加工

はく落対策

ポリマーセメントモルタル m3 0.1   

菱形金網 φ2.0×50×50 m2 1.5   防錆加工

平鋼 3.0×50 kg 12.6   ステンレス
（設置面積3.39m2）

アンカーボルト M10-70 本 34   ステンレス

ジャンカ対策

叩き落とし工 m2 2.2   

金網 φ1.1×5×5 m2 6.6   ステンレス

平鋼 3.0×50 kg 38.6   ステンレス

アンカーボルト M10-70 本 54   ステンレス

項　　　　目
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うき対策

叩き落とし工 m2 6.6   

モルタル m3 0.1   

菱形金網 φ2.0×50×50 m2 0.3   防錆加工

平鋼 3.0×50 kg 1.8   ステンレス
（設置面積0.60m2）

アンカーボルト M10-70 本 4   ステンレス

漏水対策（参考）

導水工 亜鉛メッキ鋼板t=0.3mm 個 45   

アンカーボルト M10-100 本 360   ステンレス

断熱材 （t=5cm) m2 43.5   参考値

金網 φ2.0×10×10 m2 48.3   ステンレス

発泡ポリウレタン m3 - 隙間充填用
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1　崩落対策

1.1　吹付けコンクリート
(1)吹付けコンクリート

吹付けコンクリート面積（CAD求積）
A = 97.4 ＋ 14.0 + 0.9 = 112.3 m2

吹付けコンクリート立積
V = 112.3 × 0.100 = 11.23m3

(2)菱形金網

菱形金網 φ2.0×50×50
吹付けコンクリート面積と同じ
A = 112.3 m2

1.2　側壁コンクリート
(1)側壁コンクリート

左側側壁コンクリート

m m3

右側側壁コンクリート

m m3

側壁コンクリート立積
V =  26.80 ＋ 17.28= 44.08 m3

2.39
2.39

-
2.39

-
7.51

断面積 平均断面積 立積
240.0と同断面

位置 距離 適用

3.14
236.86
240.00

側壁コンクリート

245.00 5.00 2.74 2.57 12.83
247.36 2.36 2.74 2.74 6.47 245.0と同断面

10.50 26.80

位置 距離 側壁コンクリート 適用断面積 平均断面積 立積
236.75 2.98 - - 240.0と同断面
240.00 3.25 2.98 2.98 9.69
247.55 2.55 2.98 2.98 7.60 240.0と同断面

5.80 17.28
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(2)型枠工

左側側壁コンクリート
A = 2.39　+　10.50 × 3.50 ＋　2.74 = 41.88 m2

右側側壁コンクリート
A = 2.98　+　5.80 × 3.50 ＋　2.98 = 26.26 m2

型枠工合計
A = 41.88 ＋ 26.26 = 68.14 m2

(3)鉄筋(SD345)

左側側壁コンクリート　鉄筋質量

kg kg
kg kg

kg

右側側壁コンクリート　鉄筋質量

kg kg
kg kg

kg

鉄筋重量
　 W = 162.27 ＋ 294.79 = 457.06 kg

鉄筋面積（参考）
　 A = 3.3×5.6　+　3.3×10.3 = 52.47 m2

(4)排水工

高密度ポリエチレン管（有孔管、φ50）
L = 5.70+10.40 = 16.1m

採石
A = 0.152-0.052×π/4 = 0.0205 m2
V = 0.0205 × 16.1 = 0.33 m3

1.3　ロックボルト工

ロックボルト（D25,L=4.0m)
　吹付けコンクリート部
n = 61 ＋ 11 = 72 本

　左側側壁コンクリート部
n = 16 本

　右側側壁コンクリート部
n = 8 本

　ロックボルト(D25,L=4.0m)合計
n = 72 ＋ 16  ＋ 8 = 96 本

ロックボルト（D13,L=1.0m)
n = 9 ＋ 2 = 11 本

ロックボルト（D13,L=0.5m)
n = 10 ＋ 2 = 12 本

種別 径 長さ 本数 単位質量 1本当たり質量

A1

162.27
83.55D13 5.60 15 0.995 kg/m 5.57A2

質量
D13 3.30 24 0.995 kg/m 3.28 78.72

適用径 長さ 本数 単位質量 1本当たり質量種別

質量 適用
A1 D13 3.30 43 0.995 kg/m 3.28 141.04
A2 D13 10.30 15 0.995 kg/m 10.25 153.75

294.79
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1本当たり

名　称　・　規　格 単　位 数　　量 摘　　　　要

削　　孔　　　φ65mm m 3.9      削孔長L=4.0-0.1=3.9m

ロックボルト　D25,L=4.00m 本 1.0      防錆加工

座　金　　150×150　t=9mm 枚 1.0      防錆加工

ナット　　 　　M24 個 1.0      防錆加工

注入材 m3 0.0129   0.0652×π/4×3.90=0.0129

天端ロックボルト　単位数量計算書

略　　　図

数　量　計　算　書

shotcrete
（σck=18kN/m2）

metal washer
with an anticorrosive
（150×150×9）

rock bolt
with an anticorrosive
（D25,L=4.0m）

nut
with an anticorrosive

cement milk or mortar

groundwire netting
（φ2.0×50×50）

existing shotcrete
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1本当たり

名　称　・　規　格 単　位 数　　量 摘　　　　要

削　　孔　　　φ65mm m 3.2      平均削孔長L=3.24m

ロックボルト　D25,L=4.00m 本 1.0      防錆加工

座　金　　150×150　t=9mm 枚 1.0      防錆加工

ナット　　 　　M24 個 2.0      防錆加工

注入材 m3 0.0106   0.0652×π/4×3.24=0.0106

側壁ロックボルト　単位数量計算書

略　　　図

数　量　計　算　書

side wall concrete
（σck=18kN/m2）

metal washer
with an anticorrosive
（150×150×9）

rock bolt
with an anticorrosive
（D25,L=4.0m）

nut
with an anticorrosive

cement milk or mortar

groundreinforcing steel
（D13）

existing shotcrete

T-87



2　はく落対策

はく落対策工　数量計算書

× = × =
× = × =
× = × =
× = × =
× = × =
× = × =
× = × =

ポリマーセメントモルタル
A = 1.49 m2
V = 1.49×0.05 = 0.07 m3

菱形金網 φ2×50×50
モルタル面積と同じ
A = 1.49 m2

平鋼（ステンレス製、3×50）
　 L = 10.55 m
1ｍ当り単位体積重量　1.19 kg/m
V = 10.55 × 1.19 = 12.55 kg

アンカーボルト（ステンレス製、M10-70）
n = 34本

参考（設置面積）

× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =

合計 3.39

26 0.70 0.7 0.49
41 0.65 0.05 0.03

23 0.65 1.1 0.72
24 0.65 1.5 0.98

21 0.55 0.4 0.22
22 0.55 1.2 0.66

No. 設置面積
幅 長さ 合計

20 0.60 0.5 0.30

本数
2

No. モルタル 平鋼 ボルト

20 0.50 0.25 0.13

備考長さ 幅 面積 長さ
1.20 4
合計 本数

0.60
0.55 2 1.10 421 0.40 0.20 0.08
0.55 3 1.65 622 1.20 0.20 0.24
0.65 3 1.95 623 1.10 0.30 0.33
0.65 4 2.60 824 1.50 0.30 0.45

0.65 241 0.30 0.05 0.02
2 1.40

合計 1.49
0.65 1

4

10.55 34

26 0.70 0.35 0.25 0.70
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3　ジャンカ対策

3.1　叩き落とし工

叩き落とし工　数量計算書

× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =

叩き落とし面積
A = 2.23 m2

3.2　金網、平鋼、アンカーボルト

金網、平鋼　数量計算書

× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =

金網工（ステンレス製、φ1.1×5.0×5.0）
A = 6.60 m2

平鋼（ステンレス製、3×50）
　 L = 32.45 m
1ｍ当り単位体積重量　1.19 kg/m
V = 32.45 × 1.19 = 38.6 kg

アンカーボルト（ステンレス製、M10-70）
n = 54 本

0.40 0.20 0.08

0.10 0.01
0.45 0.20 0.09

合計 2.23

9 0.65 0.35 0.23

0.10
44 1.40 0.20 0.28

8 0.80 0.20 0.16
6 0.30 0.20 0.06
5 1.50 0.55 0.83

0.15
4 0.50 0.70 0.35

No. 叩き落とし
長さ 幅 面積

3 0.30 0.50

合計
ボルト
本数

平鋼金網
長さ 幅

0.85
2=

面積 長さ 本数
0.650.483

4 0.80 ×

0.60 0.80×

8

42 1.70
1.30

0.85

1.05 2 2.10
0.85 2 1.701.00

3.70

=

10

4= 0.30

0.90 3 2.70
1.300.60 × 0.50 0.65 2

5 1.80 × 1.53

6 0.55 2 1.10
2 4.10 102.108,9 2.00 × 0.65 =

44 3.65 × 0.60

0.70

合計

7.40 180.65 5 3.25
3.70

0.80

=

6.60 32.45

3

1.85 2

2.19 2

2.05

備考No.

54

1.30

=

T-89



4　うき対策

4.1　叩き落とし工

叩き落とし工　数量計算書

× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =
× =

叩き落とし面積
A = 6.60 m2

4.2　モルタル、平鋼

モルタル、平鋼数量

× = × =

※

モルタル
A = 0.32 m2
V = 0.32×0.05 = 0.02 m3

菱形金網 φ2×50×50
モルタル面積と同じ
A = 0.32 m2

平鋼（ステンレス製、3×50）
　 L = 1.50 m
1ｍ当り単位体積重量　1.19 kg/m
V = 1.50 × 1.19 = 1.79 kg

アンカーボルト（ステンレス製、M10-70）
n = 4 本

参考（設置面積）

× =

設置面積No. 幅 長さ 合計
42 0.75 0.8 0.60

4合計 0.32 1.50

53 0.90 0.90 0.81

No. モルタル 平鋼
長さ 幅

51 0.10 1.00 0.10
52 0.35 0.45 0.16

40 0.60 0.20 0.12
42 0.80 0.40 0.32

0.20 0.15 0.03
36 1.10 0.70 0.77

0.50 0.50 0.25

16 0.60 0.50 0.30
19

備考面積 長さ 本数 合計 本数
ボルト

0.75

55 0.35 0.60 0.21

合計

54 0.90 0.50 0.45

42 0.80 0.40 0.32

6.60
56

15 1.90 0.60 1.14

2

14 1.70 0.40 0.68

4

7 0.90 1.20 1.08
1 0.60 0.30 0.18

No. 叩き落とし面積 備考長さ 幅 面積

1.50
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5　漏水対策（参考）

漏水対策工　数量計算書

※ 導水工とは亜鉛メッキ鋼板加工品の枚数を表す。
※ ボルト①は亜鉛メッキ鋼板固定用のボルトである。1枚につき4本
※ 断熱材は上部の余裕長を0.2ｍとして算出、金網も同様
※ ボルト②は金網固定用のボルトである。1ｍにつき4本を想定

導水工（亜鉛メッキ加工品）
n = 45 本

アンカーボルト（M10-100)
n = 180 ＋ 180 = 360 本

断熱材（t=5cm、W=0.9）想定
A = 0.9 × 48.3 = 43.47 m2

金網（φ2.0×10×10、W=1.0）想定
A = 1.0 × 48.3 = 48.3 m2

導水工 ボルト 断熱材 金網 ボルト 備考
① 長さ 長さ ②

8 2.3 2.3 8
(枚) (枚) （m) （m) (枚)

3.3 12
3 12 3.3 3.3 12
2

3 12 3.3 3.3 12
3 12 3.3

24
3 12 3.3 3.3 12

16 4.3 4.3 1638
6 24 6.3 6.3

4.3 16
6 24 6.3 6.3 24
4

4 16 4.3 4.3 16
4 16 4.3

7 28 7.3 7.3 28

11
12
13
17

45 180 48.3 48.3 180

39
43
46
47
合計

No.

2
10
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   概算工事費

規　格 数　量 単位 単　価 金　額 摘　要

〔崩落対策〕

吹付けコンクリート t=10cm、σck=18kN/m2 112.3   m2 4,540.0 50,984.2 10m2当り単価

菱形金網 φ2.0×50×50 112.3   m2 1,977.0 2,220.2 100m2当り単価

側壁コンクリート σck=24kN/m2 44.1   m3 2,160.0 9,525.6 10m3当り単価

型枠工 68.1   m2 120.0 817.2 10m2当り単価

補強鉄筋 52.5   m2 45.0 2,362.5 1m2当り単価

排水工 高密度ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管φ50 16.1   m 7.0 112.7 1m当り単価

採石 0.3   m3 90.0 27.0 1m3当り単価

ロックボルト D25,L=4.0m（天端） 72.0   本 830.5 5,979.6 10本当り単価

ロックボルト D25,L=4.0m（側壁） 24.0   本 830.5 1,993.2 10本当り単価

ロックボルト D13,L=1.0m 11.0   本 705.5 776.1 10本当り単価

ロックボルト D13,L=0.5m 12.0   本 2,006.0 2,407.2 10本当り単価

　小計 77,205.4

諸経費 50% 38,602.7 想定

　合計 115,808.1

〔はく落対策〕

ポリマーセメント
モルタル 1.5   m2 5,253.0 782.7 10m2当り単価

菱形金網 φ2.0×50×50 1.5   m2 1,977.0 29.7 100m2当り単価

平鋼設置 3.4   m2 3,960.0 1,342.4 10m2当り単価

　小計 2,154.8

諸経費 50% 1,077.4 想定

　合計 3,232.2

〔ジャンカ対策〕

叩き落とし工 2.2   m2 1,596.0 351.1 10m2当り単価

金網設置 6.6   m2 4,377.5 2,889.2 10m2当り単価

　小計 3,240.3

諸経費 50% 1,620.1 想定

　合計 4,860.4

項　目
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④ 概算工事費  



〔うき対策〕

叩き落とし工 6.6   m2 826.5 545.5 10m2当り単価

平鋼設置 0.6   m2 2,707.5 162.5 10m2当り単価

　小計 707.9

諸経費 50% 354.0 想定

　合計 1,061.9

〔漏水対策〕

導水工 45.0   枚 412.0 18,540.0 10m2当り単価

　小計 18,540.0

諸経費 50% 9,270.0 想定

　合計 27,810.0

工事費合計 152,773

①MOTCで実施可能な工事 33,732

②技術指導及び若干の資機材提供が必要な工事 119,040

③ドナーによる全面的な協力が必要な工事 0
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   概算工事費（単価表）

規　格 数　量 単位 単　価 金　額 摘　要

〔崩落対策〕

　吹付けコンクリート（$/10m3） （日当たり作業量3.5m3/日、10m3当たり作業時間2.9日）

コンクリート σck=18kN/m2 10.0   m3 280.0 2,800

オペレーター （吹付け機） 2.9   人 10.0 29 1man/day

作業員 11.6   人 5.0 58 4man/day

吹付け機械 2.9   日 300.0 870

高所作業車 2.9   日 260.0 754 7800$/month

オペレーター （高所作業車） 2.9   人 10.0 29 1man/day

　合計 - - 4,540

　菱形金網（$/100m2） （日当たり作業量75m2/日、100m2当たり作業時間1.3日）

菱形金網 φ2.0×50×50 100.0   m2 16.0 1,600

作業員 5.2   人 5.0 26 4man/day

高所作業車 1.3   日 260.0 338 7800$/month

オペレーター 1.3   人 10.0 13

　合計 1,977

　側壁コンクリート単価（$/10m3） （日当たり作業量5m3/日、10m3当たり作業時間2.0日）

コンクリート σck=24kN/m2 10.0   m3 210.0 2,100

作業員 2.0   人 10.0 20 1man/day

作業員 8.0   人 5.0 40 4man/day

　合計 2,160 （$/10m3）

　型枠工単価（$/10m2） （日当たり作業量　20m2/日、10m2当たり作業時間0.5日）

型枠材料 10.0   m2 11.0 110

作業員 2.0   人 5.0 10 4man/day

　合計 120

項　目
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　ロックボルト工（D25,L=4.0m）（$/10本） （日当たり作業量　23.3本/日、10本当たり作業時間0.4日）

ロックボルト D25,L=4.0m 10   本 28 280

削岩機 φ65 0.4   日 1000 400 (L=37.3m)

モルタル 0.11   m3 150 17

モルタル注入機 0.4   日 300 120

作業員 0.4   人 10 4 1man/day

作業員 2.0   人 5 10 5man/day

　合計 - - 831

　ロックボルト工（D13,L=1.0m）（$/10本） （日当たり作業量　35本/日、10本当たり作業時間0.3日）

ロックボルト D13,L=1.0m 10   本 26 260

削岩機 φ42 0.3   日 1000 300

モルタル 0.3   m3 150 45

モルタル注入機 0.3   日 300 90

作業員 0.3   人 10 3 1man/day

作業員 1.5   人 5 8 5man/day

　合計 - - 706

　ロックボルト工（D13,L=0.5m）（$/10本） （日当たり作業量　35本/日、10本当たり作業時間0.3日）

ロックボルト D13,L=0.5m 10   本 25 250

レッグドリル φ42 0.3   日 150 45

モルタル 0.16   m3 150 24

モルタル注入機 0.3   日 300 90

作業員 0.3   人 10 3 1man/day

作業員 2.0   人 5 10 5man/day

足場工 39.6   m3 40 1,584

　合計 - - 2,006

〔はく落対策〕

　モルタル工（$/10m2） （日当たり作業量　1.3m2/日、10m2当たり作業時間8日）

ポリマーセメント
モルタル 0.50   m3 6000 3,000 6$/L

作業員 1.3   人 10 13 1man/day
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作業員 16.0   人 5 80 2man/day

高所作業車 8.0   日 260 2,080

オペレーター 8.0   人 10 80

　合計 - - 5,253

　平鋼設置工（$/設置面積10m2） （日当たり作業量　10m2/日、10m2当たり作業時間1日）

平鋼 3.0×50 34.8   kg 25 870

アンカーボルト M10-70 100.0   本 28 2,800

作業員 1.0   人 10 10 1man/day

作業員 2.0   人 5 10 2man/day

高所作業車 1.0   日 260 260

オペレーター 1.0   人 10 10

　合計 - - 3,960

〔ジャンカ対策〕

　叩き落とし工（$/10m2） （日当たり作業量　1.8m2/日、10m2当たり作業時間5.6日）

作業員 16.8   人 5 84 3man/day

高所作業車 5.6   日 260 1,456

オペレーター 5.6   人 10 56

　合計 - - 1,596

　金網設置工（$/10m2） （日当たり作業量　5m2/日、10m2当たり作業時間2日）

菱形金網 φ1.1×5×5 10.0   m2 28 280

平鋼 3.0×50 58.7   kg 25 1,468

アンカーボルト M10-70 82.0   本 25 2,050

作業員 2.0   人 10 20 1man/day

作業員 4.0   人 5 20 2man/day

高所作業車 2.0   日 260 520

オペレーター 2.0   人 10 20

　合計 - - 4,378

〔うき対策〕
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　叩き落とし工（$/10m2） （日当たり作業量　3.5m2/日、10m2当たり作業時間2.9日）

作業員 8.7   人 5 44 3man/day

高所作業車 2.9   日 260 754

オペレーター 2.9   人 10 29

　合計 - - 827

　平鋼設置工（$/10m2） （日当たり作業量　10m2/日、10m2当たり作業時間1日）

平鋼 3.0×50 30.0   kg 25 750

アンカーボルト M10-70 66.7   本 25 1,668

作業員 1.0   人 10 10 1man/day

作業員 2.0   人 5 10 2man/day

高所作業車 1.0   日 260 260

オペレーター 1.0   人 10 10

　合計 - - 2,708

〔漏水対策〕（参考）

　漏水対策工（$/1枚） （日当たり作業量　2枚/日、1枚当たり作業時間0.5日）

導水工 亜鉛メッキ鋼板t=0.3mm 1.0   枚 55.0 55

アンカーボルト M10-100 8.0   本 18.0 144

断熱材 （t=5cm) 1.0   m2 45.0 45

金網 φ2.0×10×10 1.0   m2 18.0 18

作業員 0.5   人 10 5 1man/day

作業員 2.0   人 5 10 4man/day

高所作業車 0.5   日 260 130

オペレーター 0.5   人 10 5 1man/day

　合計 - - 412
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4. 過積載車両取締り体制 
 

 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

4-1. 関連法 
 

 
 

  



  

 

① Law on 26 July, 2012, No.132 (抜粋) 
 
Classification and permissible parameters of overall weight and dimensions of vehicles: 
 
1. Maximum total weight of transportation facilities shall not exceed: 
1.1. Trucks:  

- two axle truck -18 t, 
- three axle truck -24 t,  
- three axle truck that have a leading driving axle consisting of two pairs of wheels 

fitted with air suspension or equivalent suspension -25 t, 
- four axle truck with 2 leading axles, each of which consist from two pairs of 

wheels fitted with air suspension or equivalent suspension -32 t. 
1.2. Transportation forming part of the combined truck:  

- two axle trailer -18 t, 
- three axle trailer -25 t. 

1.3. Combined transportation: 
1.3.1. Seat road train: 

- two axle tractor with two axle trailer with the distance between the axles of the 
semitrailer 1.3 meters but not more than 1.8 meters -36 t, 

- two axle tractor with two axle trailer with the distance between the axles of the 
semitrailer more than 1.8 meters -38 t, 

- two axle tractor with three axle trailer -38 t, 
- three axle tractor with two axle trailer -38 t, 

1.3.2. Trailer road train: 
- two axle truck with  two axle trailer -36 t, 
- two axle truck with  three axle trailer -42 t, 
- three axle truck with  two axle trailer -42 t, 
- three axle truck with  three axle trailer -48,5 t, 
- three axle truck with  four axle trailer -48,5 t, 

1.4. Buses: 
- two axle -18 t, 
- three axle -24 t, 
- three axle articulate -28 t, 
- four axle articulate -28 t. 
 

2 Maximum axle weight of transportation facilities: 
2. Maximum axle weight of transportation facilities shall not exceed: 
2.1. For one axle: 

- driven -10 t, 
- leading with dual wheels -10 t,  

2.2. For dual axles of trailers with dual wheels the sum of axle mass should not exceed when 
the distance between axles: 

- from 0.5 m to 1 m -12 t, 
- from 1 m to 1.3 m -14 t, 
- from 1.3 m to 1.8 m -16 t, 
- more than 1.8 m -18 t, 
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2.3. For dual axles of trailers with one wheel the sum of axle mass should not exceed when 
the distance between axles: 

- from 0.5 m to 1 m -11 t, 
- from 1 m to 1.3 m -13 t, 
- from 1.3 m to 1.8 m -15 t, 
- more than 1.8 m -17 t, 

2.4. For three axles of trailers with dual wheels the sum of axle mass should not exceed when 
the distance between axles: 

- from 0.5 m to 1 m -16.5 t, 
- from 1 m to 1.3 m -19.5 t, 
- from 1.3 m to 1.8 m -22.5 t, 
- more than 1.8 m -25.5 t, 

2.5. For three axles of trailers with one wheel the sum of axle mass should not exceed when 
the distance between axles: 

- from 0.5 m to 1 m -15 t, 
- from 1 m to 1.3 m -18.3 t, 
- from 1.3 m to 1.8 m -21 t, 
- more than 1.8 m-24 t, 

2.6. For dual leading axles of truck or bus with dual wheel the sum of axle mass should not 
exceed when the distance between axles: 

- from 0.5 m to 1 m -12 t, 
- from 1 m to 1.3 m -14 t, 
- from 1.3 m to 1.8 m -16 t, 
- more than 1.8 m -18 t, 

- the same with worn on the air suspension or equivalent  -19 t. 
2.7. For dual leading axles of truck or bus with one wheel the sum of axle mass should not 

exceed when the distance between axles: 
- to 1 m -11 t, 
- from 1 m to 1.3 m -13 t, 
- from 1.3 m to 1.8 m -15 t, 

2.8. The weight transmitted to the leading axis of the vehicle or combined transportation 
should not be less of 25% of the total weight of vehicle or combined transportation 

 
3 Maximum size and other linear parameters of transportation facilities: 
3. Maximum size and other linear parameters for transportation facilities shall not exceed: 
3.1. Maximum length: 

- truck -12 m, 
- bus -12 m,  
- trailer -12 m, 
- an articulated vehicle -20 m, 
- an articulated bus -18 m, 
- road train -20 m, 

3.2. Maximum width: 
- all transportation facilities -2.55 m, 
- isothermal carcass -2.60 m, 

3.3. Maximum height -4.0 m, 
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4-2. 最大積載重量表示図 
 
 

 

 
 

 



 
 

② 最大積載重量表示図表 
 
2011年 8月 8日付の政府決定No.454による 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
総
重
量

 

4
軸
車
両

 
エ
ア
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
付
き

3
軸
車
両

 

2
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

2
軸
牽
引
車

 
（
軸
間
距
離
が

1.
8m
を
超
え
る
の
場
合
）

 

2
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

3
軸
牽
引
車

 
3
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

2
軸
牽
引
車

 
3
軸
ト
レ
ー
ラ

 

2
軸
ト
レ
ー
ラ

 

2
軸
車
両

 
3
軸
車
両

 

第
1.

2
項

 

第
1.

1
項

 

第
1.

3.
1
項

 2
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

2
軸
牽
引
車

 
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 

K-3



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
軸
重

 

2
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

2
軸
牽
引
車

 
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 

2
軸
ト
レ
ー
ラ

 
2
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

2
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

2
軸
牽
引
車

 
（
軸
間
距
離
が

1.
8m
を
超
え
る
の
場
合
）

 

第
1.

3.
1
項

 

2
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

3
軸
牽
引
車

 
3
軸
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
付
き

2
軸
牽
引
車

 

4
軸
ト
レ
ー
ラ
付
き

3
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

3
軸
ト
レ
ー
ラ

 
2
軸
ト
ラ
ッ
ク

 
2
軸
ト
レ
ー
ラ

 
3
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

3
軸
ト
レ
ー
ラ
付
き

3
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

第
1.

3.
2
項

 

K-4



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
総
重
量

 

2
軸
ト
レ
ー
ラ

 
3
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

4
軸
ト
レ
ー
ラ

 
3
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

3
軸
ト
レ
ー
ラ

 
2
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

3
軸
ト
レ
ー
ラ

 
3
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

2
軸
ト
レ
ー
ラ

 
2
軸
ト
ラ
ッ
ク

 

第
1.

3.
2
項

 

K-5



 
 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
軸
重

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以
上
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以
上
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1.
8m

以
上
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m

の
場
合
）

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m

の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

複
輪
式
牽
引
車
輪
の

 
2
軸
車
両

 

第
2.

1
項

 

第
2.

2
項

 

K-6



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
軸
重

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以
上
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以
上
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の
ト

レ
ー
ラ（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ

ト
レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1.
8m

以
上
の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m

の
場
合
）

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m

の
場
合
）

 

タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

第
2.

3
項

 

K-7



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
軸
重

 

3
軸
・
複
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以

上
の
場
合
）

 
3
軸
・
複
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 
3
軸
・
複
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 
3
軸
・
複
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

3
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以
上
の
場

合
）

 

3
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
（
軸

間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 
3
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
（
軸

間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 
3
軸
・
複
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
（
軸

間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

第
2.

4
項

 

K-8



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
軸
重

 

3
軸
・
単
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以
上

の
場
合
）

 

3
軸
・
単
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

 
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m

の
場
合
）

 

3
軸
・
単
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

 
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m

の
場
合
）

 

3
軸
・
単
輪
式
の
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

3
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ

（
軸
間
距
離
が

1.
8m
以
上

 
の
場
合
）

 

3
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
（
軸

間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 
3
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
（
軸

間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 
3
軸
・
単
輪
式
の
セ
ミ
ト
レ
ー
ラ
（
軸

間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

第
2.

5
項

 

K-9



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20
11
年

8
月

8
日
付
の
キ
ル
ギ
ス
国
政
府
決
定

N
o.

45
4
に
よ
り
定
め
ら
れ
た

 
貨
物
車
両
の
最
大
軸
重

 

 
タ
ン
デ
ム
牽
引
車
軸
・
複
輪

式
の
貨
物
車
両
（
軸
間
距
離

が
1.

8m
以
上
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
牽
引
車
軸
・
単
輪
式

の
貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の

 
貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
単
輪
式
の
貨
物

車
両（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

第
2.

6
項

 

第
2.

7
項

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の
貨
物
車
両

（
軸
間
距
離
が

0.
5m
～

1m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
牽
引
車
軸
・
複
輪
式

の
貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1.
3m
～

1.
8m
の
場
合
）

 

 
タ
ン
デ
ム
車
軸
・
複
輪
式
の

 
貨
物
車
両
（
軸
間
距
離
が

1m
～

1.
3m
の
場
合
）

 

K-10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 維持管理機材 
 

 
 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

5-1. 保有機材リスト 
 

 
 

 



D
E
P

9
　

保
有

機
材

リ
ス

ト
（
1
/
2
）

1
A

u
to

 g
ra

de
r 

M
G

-
4
3
0
 M

IT
S
U

B
IS

H
I

1
3
5

1
9
9
5

2
4

de
fe

c
ti
ve

2
A

u
to

 g
ra

de
r 

M
G

-
4
3
0
 M

IT
S
U

B
IS

H
I

1
3
5

1
9
9
5

2
3

de
fe

c
ti
ve

3
A

u
to

 g
ra

de
r 

D
Z
-
1
2
2
-
A

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
9
9
0

2
5

de
fe

c
ti
ve

4
A

u
to

 g
ra

de
r 

D
Z
-
1
4
3

9
0

1
9
8
7

2
6

se
rv

ic
e
ab

le
5

A
u
to

 g
ra

de
r 

D
Z
-
9
9

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
9
8
5

2
2

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

6
B

u
lld

o
ze

r 
B

-
1
7
0

1
9
9
5

3
0

de
fe

c
ti
ve

7
B

u
lld

o
ze

r 
B

-
1
7
0

1
9
9
5

3
3

de
fe

c
ti
ve

9
R

o
ad

 r
o
lle

r 
(D

u
n
ap

ak
)C

C
-
9
2

1
9
9
9

de
fe

c
ti
ve

1
0

T
O

-
1
8
B

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
9
9
5

1
0

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
1

T
o
w

e
d 

gr
ad

e
r

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
9
7
4

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
2

T
o
w

e
d 

gr
ad

e
r

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
9
7
4

su
bj

e
c
t 

to
 c

an
c
e
lla

ti
o
n

1
3

R
o
ad

 r
o
lle

r 
D

U
-
8
4

1
9
9
9

se
rv

ic
e
ab

le
1
4

A
u
to

 g
ra

d
e
r 

M
IT

S
U

B
IS

H
I 
A

M
A

N
A

1
3
5

2
0
0
6

se
rv

ic
e
ab

le
1
5

R
o
ad

 r
o
lle

r 
D

U
-
5
4
 B

S
T

1
9
9
9

de
fe

c
ti
ve

1
6

V
ib

ra
ti
n
g 

ro
lle

r 
D

U
-
9
8
 B

S
T

1
9
9
9

se
rv

ic
e
ab

le
1
7

T
o
w

e
d 

gr
ad

e
r

1
9
9
4

se
rv

ic
e
ab

le
1
8

W
h
e
e
l 
lo

ad
e
r 

T
O

-
1
8
B

-
3

3
2
0
0
1

se
rv

ic
e
ab

le
1
9

S
n
o
w

m
o
bi

le
 O

V
P

O
-
4
5
 (

B
lo

w
w

in
d)

1
9
8
9

se
rv

ic
e
ab

le
20

C
at

er
p
ill

ar
 l
o
ad

er
  

9
6
2
G

5
2
0
0
6

se
rv

ic
e
ab

le
2
1

B
u
lld

o
ze

r 
K
A

T
2
0
0
6

se
rv

ic
e
ab

le
2
2

H
yd

ra
u
lic

 e
xc

av
at

o
r 

K
A

T
2
0
0
6

se
rv

ic
e
ab

le
2
3

S
U

P
R

A
-
4
0
0
1
 R

O
T
O

R
2
0
0
9

se
rv

ic
e
ab

le

8
U

n
iv

e
rs

al
 m

ac
h
in

e
 K

O
-
7
0
5
-
B

 T
-
4
0

№
N

am
e
 o

f 
e
qu

ip
m

e
n
t

T
h
e
 v

o
lu

m
e
 e

n
gi

n
e

E
n
gi

n
e
 p

o
w

e
r 

h
p

1
9
8
9

1
6

se
rv

ic
e
ab

le

T
h
e
 p

re
se

n
c
e
 o

f 
ve

h
ic

le
s 

an
d 

e
qu

ip
m

e
n
t 

fo
r 

D
C

M
 D

E
P

-
9
 (

1
7
/
0
5
/
2
0
1
2
)

№
T
e
c
h
n
ic

al
 c

o
n
di

ti
o
n

Y
e
ar

M-1



D
E
P

9
　

保
有

機
材

リ
ス

ト
（
2
/
2
）

1
N

IS
S
A

N
 P

A
T
F
IN

D
E
R

15
-1

4 
S
G

20
01

se
rv

ic
ea

bl
e

2
N

IV
A

 V
A

Z
 2

12
13

11
-3

2 
S
A

19
99

se
rv

ic
ea

bl
e

3
N

IV
A

 V
A

Z
 2

12
13

08
-0

5 
S
A

19
99

de
fe

ct
iv

e
4

N
IV

A
 V

A
Z
 2

12
13

50
-3

7 
B

A
19

98
se

rv
ic

ea
bl

e
5

N
IV

A
 V

A
Z
 2

12
13

51
-7

1 
B

A
19

98
se

rv
ic

ea
bl

e
6

M
O

S
K
V

IC
H

 2
14

0
64

-9
4 

S
A

19
86

su
bj

ec
t 

to
 c

an
ce

lla
ti
o
n

7
N

IS
S
A

N
 P

IK
A

P
19

-4
8 

S
H

20
06

de
fe

ct
iv

e
8

K
IA

 T
O

P
IK

10
-4

3 
S
H

19
98

se
rv

ic
ea

bl
e

9
U

A
Z
 3

30
30

1 
(4

52
6)

58
7 

S
H

19
98

se
rv

ic
ea

bl
e

10
U

A
Z
 2

20
60

6
65

-6
0 

B
A

20
00

se
rv

ic
ea

bl
e

11
G

A
Z
E
L
 3

30
21

0
19

-2
4 

S
H

19
97

se
rv

ic
ea

bl
e

12
G

A
Z
 5

3-
12

B
19

-9
7 

S
H

19
86

se
rv

ic
ea

bl
e

13
K
A

V
Z
 3

27
0

92
2 

S
H

19
87

se
rv

ic
ea

bl
e

14
Z
IL

 G
Y
A

-1
33

92
3 

S
H

19
90

de
fe

ct
iv

e
15

K
A

M
A

Z
-5

32
0

07
-0

3 
O

S
H

N
19

87
su

bj
ec

t 
to

 c
an

ce
lla

ti
o
n

16
M

A
Z
 5

54
9

92
4 

S
H

19
89

8
se

rv
ic

ea
bl

e
17

M
A

Z
 5

54
9

92
1 

S
H

19
86

de
fe

ct
iv

e
18

M
A

Z
 5

55
14

75
0 

S
H

19
98

12
se

rv
ic

ea
bl

e
19

M
A

Z
 5

55
14

76
2 

S
H

19
98

12
se

rv
ic

ea
bl

e
20

M
A

Z
-5

55
1

82
7 

S
H

19
99

8
de

fe
ct

iv
e

21
M

A
Z
-5

55
1

18
-9

6 
S
H

20
00

8
se

rv
ic

ea
bl

e
22

K
R

A
Z
-2

56
V

88
7 

S
H

19
85

de
fe

ct
iv

e
23

D
C

-1
42

B
62

5 
S
H

19
98

se
rv

ic
ea

bl
e

24
D

C
-1

42
B

18
-8

5 
S
H

20
00

se
rv

ic
ea

bl
e

25
Z
IL

-1
30

 T
C

B
-6

81
5 

S
H

19
98

se
rv

ic
ea

bl
e

26
F
ue

l 
ta

nk
 t

ru
ck

 Z
IL

-1
30

 T
C

B
-6

77
4 

S
H

19
72

se
rv

ic
ea

bl
e

27
U

R
A

L
-4

32
0 

P
A

R
M

58
8 

S
H

19
98

se
rv

ic
ea

bl
e

28
M

A
Z
 M

D
K
 5

33
7 

(g
as

o
lin

e 
ta

nk
 t

ru
ck

)
74

4 
S
H

19
98

se
rv

ic
ea

bl
e

29
M

A
Z
 M

D
K
 5

33
7 

74
3 

S
H

19
98

de
fe

ct
iv

e
30

M
A

Z
 M

D
K
-5

33
7 

(g
as

o
lin

e 
ta

nk
 t

ru
ck

)
18

-9
5 

S
H

20
00

se
rv

ic
ea

bl
e

3
1

E
xc

av
at

o
r 

K
R

A
Z
-E

O
-3

30
11

06
-7

8 
F
IY

U
19

86
de

fe
ct

iv
e

32
C

ra
ne

 t
ru

ck
 M

A
Z
-3

53
4 

K
C

09
-5

8 
S
H

19
86

se
rv

ic
ea

bl
e

33
40

t 
tr

ai
le

r
se

rv
ic

ea
bl

e
34

M
ul

ti
-u

ti
lit

y 
ve

hi
cl

e 
U

N
I-

G
18

-3
1 

S
H

20
03

se
rv

ic
ea

bl
e

35
M

ul
ti
-u

ti
lit

y 
ve

hi
cl

e 
U

N
I-

G
18

-3
2 

S
H

20
03

de
fe

ct
iv

e
36

M
ul

ti
-u

ti
lit

y 
ve

hi
cl

e 
U

N
I-

G
16

-5
0 

D
A

20
03

de
fe

ct
iv

e
37

Z
IL

-1
30

 A
T
40

20
02

se
rv

ic
ea

bl
e

38
Z
IL

-4
31

41
2 

A
T
-4

0
19

88
de

fe
ct

iv
e

39
P
av

em
en

t 
m

ar
ki

ng
 c

ar
 D

E
-2

1 
M

O
-2

68
-2

7 
B

A
20

00
se

rv
ic

ea
bl

e
40

L
o
w

 l
o
ad

er
 w

/s
em

it
ra

ile
r 

IS
U

Z
U

19
47

 S
H

20
06

se
rv

ic
ea

bl
e

41
R

E
N

O
 w

it
h 

C
H

IP
S
E
L
E
R

 t
o
w

 c
ar

20
06

se
rv

ic
ea

bl
e

T
he

 p
re

se
nc

e 
o
f 
ve

hi
cl

es
 a

nd
 e

qu
ip

m
en

t 
fo

r 
D

E
P
-9

 (
17

/0
5/

20
12

)

N
am

e 
o
f 
eq

ui
pm

en
t

№
S
ta

te
. 
nu

m
be

r
Y
ea

r
T
he

 v
o
lu

m
e

en
gi

ne
T
o
nn

ag
e

(t
o
ns

)
T
ec

hn
ic

al
 c

o
nd

it
io

n

M-2



D
E
P

2
3
　

保
有

機
材

リ
ス

ト
（
1
/
2
）

1
E
xc

av
at

o
r

E
O

-
2
6
2
1

1
9
8
5

1
0
6
0

3
.5

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

R
us

si
a

0
.2

5

2
E
xc

av
at

o
r

T
O

-
4
9
B

2
0
0
0

6
0

3
.6

se
rv

ic
e
ab

le
R

u
ss

ia
0
.2

5
3

B
u
lld

o
ze

r
K
-
7
0
2

1
9
9
7

1
0
5
5

2
0
.8

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

R
us

si
a

3
.8

4
B

u
lld

o
ze

r
D

Z
-
1
7
1

1
9
9
4

1
0
6
5

2
0

se
rv

ic
e
ab

le
R

u
ss

ia
3
.8

5
G

ra
de

r
D

Z
-
1
4
3

1
9
9
0

1
0
6
1

1
1

de
fe

c
ti
ve

R
u
ss

ia
3
.5

6
G

ra
de

r
M

G
-
4
3
0

1
9
9
4

1
0
5
7

1
1
.5

d
e
fe

c
ti
ve

J
ap

an
3
.5

7
G

ra
de

r
C

A
T
-
1
3
5
H

2
0
0
5

1
0
5
6

1
3

se
rv

ic
e
ab

le
A

D
B

B
ra

zi
l

3
.5

R
us

si
a

9
T
ra

c
to

r
T
-
1
5
0
K

1
9
8
8

1
0
5
1

9
se

rv
ic

e
ab

le
R

u
ss

ia

1
0

T
ra

c
to

r
D

t-
7
5

1
9
9
0

4
2
6

7
se

rv
ic

e
ab

le
R

u
ss

ia
2
.5

1
1

R
o
ad

 r
o
lle

r
C

C
-
9
7

1
9
9
8

1
0
6
2

0
.8

d
e
fe

c
ti
ve

J
ap

an
1

1
2

S
n
o
w

pl
o
w

K
-
7
0
0
A

-
O

C
1
9
9
8

1
0
5
3

2
0
.5

se
rv

ic
e
ab

le
R

u
ss

ia
3
.5

1
3

S
n
o
w

pl
o
w

K
-
7
0
0
A

-
O

C
1
9
9
8

1
0
5
4

2
0
.5

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

R
us

si
a

3
.5

1
4

B
u
lld

o
ze

r
T
-
1
3
0

2
0

de
fe

c
ti
ve

R
u
ss

ia
3
.8

1
5

B
u
lld

o
ze

r
K
-
7
0
2
M

B
-
0
1
-

1
9
9
7

2
0
.8

d
e
fe

c
ti
ve

R
u
ss

ia
3
.8

1
6

B
u
lld

o
ze

r
T
-
1
3
0

2
0

de
fe

c
ti
ve

R
u
ss

ia
3
.8

8
W

h
e
e
l 
lo

ad
e
r

T
O

-
1
8
B

№
N

am
e
 o

f 
e
qu

ip
m

e
n
t

M
ak

e
, 
m

o
de

l
ve

h
ic

le
s

1
.9

W
e
ig

h
t

(t
o
n
s)

T
e
c
h
n
ic

al
c
o
n
di

ti
o
n

M
an

u
fa

c
tu

re
r

E
n
gi

n
e

vo
lu

m
e

L
o
an

p
ro

vi
d
e

T
h
e
 p

re
se

n
c
e
 o

f 
ve

h
ic

le
s 

an
d 

e
qu

ip
m

e
n
t 

fo
r 

D
C

M
 D

E
P

-
2
3
 (

1
8
/
0
5
/
2
0
1
2
)

S
ta

te
.

n
u
m

be
r

1
9
9
8

1
0
.1

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

Y
e
ar

1
0
6
3

M-3



D
E
P

2
3
　

保
有

機
材

リ
ス

ト
（
2
/
2
）

1
T
ru

c
k

Z
IL

 4
3
1
4
1
0

B
P

 1
5
6
8
8
2

1
4
0
 D

U
1
9
8
9

5
.3

-
-
-
-
-
-
-

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

R
us

si
a

5

2
S
p
e
c
ia

l-
u
se

 v
e
h
ic

le
G

A
Z
 6

6
B

P
 1

5
6
9
2
2

9
3
9
7
 O

S
H

L
1
9
8
9

4
.1

-
-
-
-
-
-
-

-
-
-
-
-
-
-

R
u
ss

ia
3

3
S
p
e
c
ia

l-
u
se

 v
e
h
ic

le
Z
IL

 1
3
0
K
C

 2
5
3
1

B
I 
0
3
0
4
6
0

5
5
4
8
 T

F
L

1
9
8
3

9
.5

-
-
-
-
-
-
-

se
rv

ic
e
ab

le
R

u
ss

ia
6
.3

4
T
ru

c
k

K
A

M
A

Z
 5

5
1
1

A
B

 0
3
3
2
0
2

3
5
2
 D

U
1
9
8
7

9
.5

-
-
-
-
-
-
-

R
u
ss

ia
1
0

5
S
pe

c
ia

l-
u
se

 v
e
h
ic

le
G

A
Z
 5

3
B

C
 0

9
8
3
3
5

1
3
6
 D

U
1
9
8
6

4
-
-
-
-
-
-
-

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

R
us

si
a

3

6
M

o
bi

le
 w

o
rk

sh
o
p

U
R

A
L
 4

3
2
0

3
3
1
7
6

1
7
6
 D

U
1
9
9
8

1
2

A
D

B
se

rv
ic

e
ab

le
R

u
ss

ia
7

7
D

ro
p-

si
de

 t
ru

c
k

U
A

Z
 3

3
0
3

B
 1

0
3
6
7
3
7
2

1
2
8
 D

U
1
9
9
8

2
.5

-
-
-
-
-
-
-

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

R
us

si
a

1
.2

se
rv

ic
e
ab

le

9
G

ri
tt

e
r

M
A

Z
 M

D
K
 5

3
3
7

A
B

 0
3
3
2
0
6

1
8
9
 D

U
1
9
9
8

6
A

D
B

se
rv

ic
e
ab

le
B

e
la

ru
s

1
0

1
0

T
ip

pe
r

M
A

Z
 5

5
5
1
4

B
IO

 3
6
7
3
7
4

1
6
2
 D

U
1
9
9
8

6
.7

A
D

B
se

rv
ic

e
ab

le
B

e
la

ru
s

1
0

1
1

G
ri
tt

e
r

M
A

Z
 M

D
K

A
B

 4
2
8
6
6
6

1
4
3
8
 D

U
2
0
0
0

6
A

D
B

de
fe

c
ti
ve

B
e
la

ru
s

1
0

1
2

P
as

se
n
ge

r 
c
ar

V
A

Z
 2

1
2
1
3

A
B

 1
8
2
6
3
7

0
6
5
8
 D

U
1
9
9
9

1
.6

-
-
-
-
-
-
-

se
rv

ic
e
ab

le
R

us
si

a
0
.6

1
3

P
as

se
n
ge

r 
c
ar

G
A

Z
 3

1
1
0

A
B

 1
9
7
9
8
8

1
1
7
1
 D

A
1
9
9
9

2
-
-
-
-
-
-
-

de
fe

c
ti
ve

R
u
ss

ia
0
.7

1
4

T
ip

pe
r

M
A

Z
 5

5
5
1
4

A
B

 4
2
8
2
6
7

1
4
5
7
 D

A
1
9
9
8

6
.7

A
D

B
se

rv
ic

e
ab

le
B

e
la

ru
s

1
1
.5

1
5

T
ip

pe
r

M
A

Z
 5

5
5
1
4

A
B

 4
6
6
7
3
6

1
4
8
0
 D

A
1
9
9
8

6
.7

A
D

B
su

bj
e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

1
1
.5

1
1
.5

1
6

C
o
m

m
e
rc

ia
l 
ve

h
ic

le
N

IS
S
A

N
A

B
 4

2
8
4
9
3

1
4
1
2
 D

A
2
0
0
6

3
se

rv
ic

e
ab

le
J
ap

an
0
.8

1
7

P
as

se
n
ge

r 
c
ar

V
A

Z
 2

1
3
1

8
8

2
0
0
9

1
.7

se
rv

ic
e
ab

le
R

u
ss

ia
0
.61
0

T
h
e
 p

re
se

n
c
e
 o

f 
ve

h
ic

le
s 

an
d
 e

qu
ip

m
e
n
t 

fo
r 

D
E
P

-
2
3
 (

1
8
/
0
5
/
2
0
1
2
)

N
am

e
 o

f 
e
q
u
ip

m
e
n
t

L
o
an

p
ro

vi
d
e
r

T
e
c
h
n
ic

al
c
o
n
di

ti
o
n

M
an

u
fa

c
tu

re
r

T
o
n
n
ag

e
(t

o
n
s)

8
G

ri
tt

e
r

M
A

Z
 M

D
K
 5

3
3
7

A
B

 0
3
3
2
0
6

3
5
6
 D

U
2
0
0
0

№
M

ak
e
, 
m

o
de

l
ve

h
ic

le
s

S
e
ri
e
s 

an
d

n
u
m

be
r 

da
ta

sh
e
e
ts

B
e
la

ru
s

S
ta

te
.

n
u
m

be
r

Y
e
ar

W
e
ig

h
t

(t
o
n
s)

6
A

D
B

M-4



D
E
P

3
0
　

保
有

機
材

リ
ス

ト
（
1
/
1
）

1
T
ip

pe
r

M
A

Z
-
5
5
5
1
4

2
3
2
D

K
1
9
9
8

6
.7

1
1
.5

B
e
la

ru
s

se
rv

ic
e
ab

le

2
T
ip

pe
r

M
A

Z
-
5
5
5
1

3
5
5
D

K
1
9
9
9

6
.7

1
1
.5

B
e
la

ru
s

se
rv

ic
e
ab

le
3

C
o
m

bi
n
e
d 

ro
ad

 c
ar

M
A

Z
5
3
3
7

3
5
4
D

K
1
9
9
8

6
1
0

B
e
la

ru
s

se
rv

ic
e
ab

le
4

C
o
m

bi
n
e
d 

ro
ad

 c
ar

M
A

Z
5
3
3
7

4
7
0
D

K
1
9
9
8

6
1
0

B
e
la

ru
s

se
rv

ic
e
ab

le
5

C
o
m

bi
n
e
d 

ro
ad

 c
ar

M
A

Z
5
3
3
7

2
7
7
D

K
1
9
9
8

6
1
0

B
e
la

ru
s

de
fe

c
ti
ve

6
C

ra
n
e
 t

ru
c
k 

3
5
7
1

M
A

Z
5
3
3
7

4
8
2
D

K
1
9
7
8

8
B

e
la

ru
s

su
bj

e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

7
K
am

az
 f

o
r 

pa
tc

h
in

g
5
3
3
1

3
8
5
L
F

1
9
9
8

8
R

u
ss

ia
se

rv
ic

e
ab

le
se

rv
ic

e
ab

le

9
W

h
e
e
l 
lo

ad
e
r

K
A

W
A

S
A

K
I

1
9
9
8

3
J
ap

an
se

rv
ic

e
ab

le
1
0

W
h
e
e
l 
lo

ad
e
r

T
O

-
1
8

1
9
9
8

1
0

1
.9

B
e
la

ru
s

se
rv

ic
e
ab

le
1
1

B
u
lld

o
ze

r 
D

Z
-
2
7

T
-
1
3
0

1
9
8
9

2
2

R
u
ss

ia
su

bj
e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

1
2

A
u
to

 g
ra

de
r

R
U

-
1
8
5

2
0
0
8

C
h
in

a
se

rv
ic

e
ab

le
1
3

E
xc

av
at

o
r 

V
o
lv

o
1
9
9
8

2
J
ap

an
de

fe
c
ti
ve

1
4

E
xc

av
at

o
r 

F
IA

T
 H

IT
A

C
H

I 
L
H

4
5
0
C

H
2
0
9
7

1
9
9
7

J
ap

an
se

rv
ic

e
ab

le
1
5

A
u
to

m
o
bi

le
U

A
Z
-
3
3
0
3

1
6
D

K
1
9
9
9

8
5
0
 k

g
R

u
ss

ia
su

bj
e
c
t 

to
c
an

c
e
lla

ti
o
n

1
6

C
o
m

m
e
rc

ia
l 
ve

h
ic

le
G

A
Z
E
L
-
3
3
0
1
3
0

4
8
8
D

K
1
9
9
8

R
u
ss

ia
d
e
fe

c
ti
ve

1
7

M
e
rc

e
de

s 
B

e
n
z

2
8
0

0
0
3
6
D

A
1
9
9
9

G
e
rm

an
y

se
rv

ic
e
ab

le
1
8

P
as

se
n
ge

r 
c
ar

V
A

Z
-
3
2
1
2
3

1
9
0
7
D

A
2
0
0
8

1
.6

0
.6

R
u
ss

ia
se

rv
ic

e
ab

le
1
9

P
as

se
n
ge

r 
c
ar

V
A

Z
-
2
1
2
1
3

0
2
8
9
D

K
2
0
0
0

1
.6

0
.6

R
u
ss

ia
se

rv
ic

e
ab

le
2
0

N
is

sa
n
 p

ic
ku

p 
tr

u
c
k

1
3
6
3
D

A
2
0
0
6

3
0
.8

J
ap

an
se

rv
ic

e
ab

le
2
1

T
ra

c
to

r
T
-
1
5
0
K

1
9
9
8

se
rv

ic
e
ab

le
2
2

R
o
ad

 r
o
lle

r 
(D

u
n
ap

ak
)

 r
o
lle

r
1
9
9
8

J
ap

an
se

rv
ic

e
ab

le

J
ap

an

Y
e
ar

№
N

am
e
 o

f 
e
qu

ip
m

e
n
t

M
ak

e
, 
m

o
de

l
ve

h
ic

le
s

S
ta

te
.

n
u
m

be
r

W
e
ig

h
t

(t
o
n
s)

8
A

u
to

 g
ra

de
r

M
G

-
4
3
0

1
9
9
5

T
h
e
 p

re
se

n
c
e
 o

f 
ve

h
ic

le
s 

an
d 

e
qu

ip
m

e
n
t 

fo
r 

D
C

M
 D

E
P

-
3
0
 (

2
0
1
2
)

T
o
n
n
ag

e
(t

o
n
s)

E
n
gi

n
e

vo
lu

m
e

M
an

u
fa

c
tu

re
r

T
e
c
h
n
ic

al
c
o
n
di

ti
o
n

M-5


	3. トンネル調査
	3-1. 調査トンネルの現状
	3-2. 調査トンネルの補修計画、数量表

	4. 過積載車両取締り体制
	4-1. 関連法
	4-2. 最大過積載重量表示図

	5. 維持管理機材
	5-1. 保有機材リスト




